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│
│
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
を
事
例
に
│
│

金

子

直

樹

は

じ

め

に

近
年
、
廃
墟
を
題
材
に
し
た
写
真
集
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
類
の
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
が
次
々
に
発
売
さ
れ
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

は
、
多
数
の
関
連
サ
イ
ト
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、「
廃
墟
ブ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
馬
場

二
〇
〇
四

一
〇
八
〜
一
〇
九
）。
従
来
ま
で
の
廃
墟
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
戦
争
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
事
物
に
対
し
て
、
用

い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
い
う
廃
墟
は
、
そ
う
し
た
象
徴
的
な
も
の
で
は
な
く
、
閉
鎖
さ
れ
た
鉱
山
や
工
場
、
ホ
テ
ル
な
ど
の

個
別
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

表
一
は
、
廃
墟
関
連
の
書
籍
（
以
下
、
廃
墟
本
と
総
称
）
の
一
覧
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
そ
の
出
版

が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
ブ
ー
ム
が
こ
の
時
期
頃
に
本
格
化
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
ら
か
ら
、
そ
こ
に
引
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
廃
墟
マ
ニ
ア
の
様
相
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
漓
廃
墟
の
写
真
撮
影
を
目
的
と
す
る
も
の
、
滷
廃
墟
へ
の
侵
入
自
体
を
目
的
と
す

る
も
の
、
澆
廃
墟
を
舞
台
に
戦
争
ゲ
ー
ム
（
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
）
の
敢
行
を
目
的
と
す
る
も
の
等
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
が
、
滷
に
関

し
て
は
、
調
査
探
索
を
主
眼
と
す
る
も
の
か
ら
、
肝
試
し
や
単
な
る
遊
び
半
分
の
も
の
ま
で
、
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に

六
三



表
一

近
年
の
主
な
廃
墟
関
連
の
本

作

者

発
行
年

タ

イ

ト

ル

出

版

社

備
考

阿
久
井
喜
孝
・
滋
賀
秀
実

一
九
八
四

軍
艦
島
実
測
調
査
資
料
集

大
正
・
昭
和
初
期
の
近
代
建
築
群
の
実

証
的
研
究

東
京
電
機
大
学
出
版
局

雑
賀
雄
二
・
洲
之
内
徹

一
九
八
六

軍
艦
島

棄
て
ら
れ
た
鳥
の
風
景

雑
賀
雄
二

写
真
集

新
潮
社

菊
池

豊

一
九
九
一

軍
艦
島

残
さ
れ
た
航
跡

廃
墟
が
語
り
か
け
る
時

創
栄
出
版

柿
田
清
英

一
九
九
三

崩
れ
ゆ
く
記
憶

端
島
炭
鉱
閉
山
一
八
年
目
の
記
録

葦
書
房

雑
賀
雄
二

一
九
九
三

月
の
道

海
・
月
光
・
軍
艦
島

新
潮
社

丸
田
祥
三

一
九
九
三

棄
景

廃
墟
へ
の
旅

宝
島
社

丸
田
祥
三

一
九
九
五

棄
景
２

H
ID

D
E

N
M

E
M

O
R

IE
S

洋
泉
社

伊
藤
千
行
・
阿
久
井
喜
孝

一
九
九
五

軍
艦
島

海
上
産
業
都
市
に
住
む

岩
波
書
店

丸
田
祥
三

一
九
九
八

東
京

棄
景
３

洋
泉
社

小
林
伸
一
郎

一
九
九
八

廃
墟
遊
戯

D
eath

topia

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

田
端
ヒ
ロ
ア
キ

一
九
九
九

懐
古
文
化
総
合
誌
「
萬
」
臨
時
増
刊
号

廃
墟
の
魔
力

愚
童
学
舎

○

む
ら
か
み
ゆ
き
こ

一
九
九
九

軍
艦
島
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

お
も
い
で
の
さ
ん
ぽ
み
ち

不
知
火
書
房

丸
田
祥
三

二
〇
〇
〇

少
女
物
語

棄
景
４

春
秋
社

切
通
理
作
・
丸
田
祥
三

二
〇
〇
〇

日
本
風
景
論

春
秋
社

丸
田
祥
三

二
〇
〇
一

鉄
道
廃
墟

棄
景
―
１
９
７
１
〜

Ｊ
Ｔ
Ｂ

小
林
伸
一
郎

二
〇
〇
一

廃
墟
漂
流

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

○

増
田
彰
久

二
〇
〇
一

近
代
化
遺
産
を
歩
く

中
央
公
論
新
社

関
根
虎
洸
・
中
筋
純
・
中
田
薫
述

二
〇
〇
二

廃
墟
探
訪

二
見
書
房

栗
原

亨

二
〇
〇
二

廃
墟
の
歩
き
方

探
索
篇

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

○

板
橋
雅
弘
・
岩
切

等

二
〇
〇
二

廃
墟
霊
の
記
憶

角
川
書
店

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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四



し
ろ
、
彼
ら
の
多
く
が
廃
墟
に
侵
入
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
、
大
半
が
そ
の
所
有
者
や
管
理
者
の
許
可
を
得
な
い
不
法
侵
入
で
あ
り
、
一
部
で
破
壊
行
為
や
放
火
等
を
行
っ
た
例

や
、
実
際
に
侵
入
に
よ
り
検
挙
者
ま
で
出
す
ほ
ど
問
題
化
し
て
い
る
（
朝
日
新
聞
大
阪
版
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
九
日
夕
刊
）。
無
論
、

増
田
彰
久

二
〇
〇
二

ニ
ッ
ポ
ン
近
代
化
遺
産
の
旅

朝
日
新
聞
社

久
瑠
璃
魎

二
〇
〇
三

呪
わ
れ
た
廃
墟
の
恐
い
話

竹
書
房

栗
原

亨

二
〇
〇
三

廃
墟
の
歩
き
方
２

潜
入
篇

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

三
五
繭
夢
・
栗
原
亨

二
〇
〇
三

廃
墟
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

二
見
書
房

○

丸
田
祥
三

二
〇
〇
三

廃
車
幻
想

ポ
ン
コ
ツ
車
か
ら
み
え
た
「
昭
和
」

彩
流
社

心
霊
ス
ポ
ッ
ト
研
究
会

二
〇
〇
三

最
恐
心
霊
ス
ポ
ッ
ト

関
東
編

幻
冬
舎

P
R

ID
E

二
〇
〇
三

墟

ぶ
ん
か
社

○

雑
賀
雄
二

二
〇
〇
三

軍
艦
島

眠
り
の
な
か
の
覚
醒

淡
交
社

小
林
伸
一
郎
・
田
中
昭
二

二
〇
〇
三

廃
墟
を
ゆ
く

小
林
伸
一
郎
写
真
集

D
eath

topia
series

二
見
書
房

○

丸
田
祥
三

二
〇
〇
四

鉄
道
廃
墟

筑
摩
書
房

湯
前
悟
郎

二
〇
〇
四

廃
墟
探
索

西
日
本
篇

新
風
舎

○

堀

淳
一

二
〇
〇
四

歴
史
廃
墟
を
歩
く
旅
と
地
図

水
路
・
古
道
・
産
業
遺
跡
・
廃
線
路

講
談
社

奈
良
原
一
高

二
〇
〇
四

無
国
籍
地

S
tateless

lan
d−1954

ク
レ
オ

小
林
伸
一
郎

二
〇
〇
四

N
o

m
an

’s
lan

d

軍
艦
島

講
談
社

高
島
町
教
育
委
員
会
編

二
〇
〇
四

端
鳥
（
軍
艦
島
）

高
島
町

萩
原
義
弘

二
〇
〇
四

巨
幹
残
栄
・
忘
れ
ら
れ
た
日
本
の
廃
鉱
―
萩
原
義
弘
写
真
集

窓
社

田
中
昭
二
・
中
筋

鈍

二
〇
〇
五

廃
墟
、
そ
の
光
と
影

東
邦
出
版

注‥

備
考
の
○
印
は
マ
ヤ
カ
ン
に
つ
い
て
写
真
あ
る
い
は
記
述
の
あ
る
も
の

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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こ
う
し
た
建
物
を
撤
去
あ
る
い
は
再
利
用
す
る
こ
と
が
最
良
の
解
決
法
だ
が
、
そ
れ
ら
が
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
最
初
か
ら
様
々
な

理
由
に
よ
り
撤
去
困
難
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
て
、
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
も
、
実
際
に
は
そ
の
大
半
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
。

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
廃
墟
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ブ
ー
ム
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
で
、
そ

の
存
在
は
周
辺
地
域
に
の
み
認
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
や
「
軍
艦
島
」
や
「
松
尾
鉱
山
」
等
の
有
名
廃
墟
に
は
、
マ
ニ
ア
が
日
本
各

地
か
ら
集
ま
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
廃
墟
本
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
廃
墟
が
存
在
す
る
か
と
い
う
情
報
が
、
地
域
を
越
え
て
伝
達
さ

れ
、
マ
ニ
ア
の
間
に
流
通
し
て
い
っ
た
。
む
し
ろ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
な
廃
墟
本
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。こ

う
し
て
廃
墟
の
情
報
が
網
羅
さ
れ
、
そ
の
位
置
や
現
状
は
勿
論
、
そ
れ
が
如
何
な
る
理
由
で
廃
墟
と
な
っ
た
か
と
い
う
歴
史
に
つ
い

て
も
、
廃
墟
本
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
に
写
真
入
り
で
詳
し
く
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
主
と
し
て

伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
神
戸
の
摩
耶
山
に
廃
墟
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
「
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
」（
通
称
「
マ
ヤ
カ
ン
」）
を
事
例
に
し
て
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

こ
う
し
た
歴
史
は
、
廃
墟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
悪
さ
も
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
い
え
ば
負
の
歴
史
と
し
て
、
あ
ま
り
公
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
、
現
代
の
様
々
な
社
会
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
に
時
代
や
地
域
の
歴
史
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
社
会

学
者
の
鵜
飼
正
樹
は
、「
現
代
に
埋
没
し
て
い
る
、
現
代
の
生
活
文
化
を
伝
え
る
痕
跡
」
と
し
て
「
現
代
遺
跡
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し

て
い
る
（
鵜
飼

二
〇
〇
〇

二
〇
）。
そ
れ
は
「
現
代
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
一
面
で
は
現
代
と
断
絶
し
、
一
面
で
は
現
代
と
連
続
し
た

も
の
」
で
あ
る
と
い
う
（
鵜
飼

一
九
九
〇

二
六
）。
そ
し
て
そ
れ
は
、
か
つ
て
は
鉱
山
や
ホ
テ
ル
等
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
機
能
を

失
っ
た
廃
墟
も
、
当
然
該
当
し
よ
う
。
ま
た
マ
ヤ
カ
ン
の
場
合
、
そ
の
廃
墟
化
へ
の
歴
史
は
、
近
現
代
に
お
け
る
摩
耶
山
の
観
光
の
衰
退

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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図 1 摩耶山周辺図
資料：国土地理院 1/10000地形図「摩耶山」（平成 11および平成 3年修正）をも

とに作成

「
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に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
現
代
遺
跡
と
し
て
の
マ
ヤ
カ
ン
と
い
う
廃
墟
を
対
象
に
し
て
、
か
つ
て
の
ホ
テ

ル
時
代
と
廃
墟
と
な
っ
た
事
情
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
立
地
す
る
摩
耶
山
の
変
貌
に
つ
い
て
、
マ
ヤ
カ
ン
と
の
関
連
性
を
中
心

に
確
認
し
て
い
く
。

一

摩
耶
山
の
概
要
お
よ
び
そ
の
観
光
地
化

マ
ヤ
カ
ン
の
あ
る
摩
耶
山
は
、
神
戸
市
街
地
の
背
後
に
聳
え
る
六
甲
山
地
に
あ
る
一
峰
で
あ
る
。
標
高
は
六
九
八
袤
だ
が
、
市
街
地
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
他
の
峰
に
比
べ
一
際
目
立
つ
山
容
を
呈
し
て
い
る
。
摩
耶
山
と
い
う
山
名
は
、
釈
迦
の
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
を
祀

る
仏
母
摩
耶
山
�
利
天
上
寺
（
以
下
、
天
上
寺
と
略
す
）
が
同
地
に
あ
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
い
る
。
同
寺
は
、
六
四
五
（
大
化
元
）
年
頃

に
摩
耶
別
山
付
近
で
創
建
さ
れ
た
が
、
八
〇
三
（
延
暦
二
一
）
年
二
月
の
火
災
に
よ
り
摩
耶
山
中
腹
に
移
転
し
た
と
い
う
（
仲

一
九
一

一

二
）。
以
後
、
天
上
寺
は
後
述
す
る
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
の
火
災
ま
で
、
同
地
に
鎮
座
し
つ
づ
け
た
。

そ
し
て
江
戸
期
よ
り
、
同
寺
の
あ
っ
た
摩
耶
山
は
、
大
阪
近
郊
の
名
所
と
し
て
観
光
地
化
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
、
見
所
と
し
て
そ
の
由
緒
や
伽
藍
の
他
、
山
上
か
ら
の
眺
望
を
「
衆
州
を
下
瞰
す
。
こ
れ
当
邦
の
一
佳
景
な
り
」（
秋
里

一
七
九
六
）

等
と
、
眺
望
の
良
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
、
明
治
期
以
降
も
受
け
継
が
れ
、
特
に
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
阪
神
電
鉄

（
大
阪
出
入
橋
―
三
宮
）、
一
九
（
大
正
八
）
年
に
阪
急
神
戸
線
（
梅
田
―
上
筒
井
）
が
開
通
す
る
と
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
海
水
浴
場
・

温
泉
地
・
遊
園
地
な
ど
の
観
光
地
（「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
展
実
行
委
員
会

一
九
九
七
）
と
と
も
に
、
摩
耶
山
等
の
既
存
の
観
光
地

に
つ
い
て
も
、
旅
客
需
要
増
進
の
た
め
盛
ん
に
宣
伝
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
阪
神
沿
線
の
名
所
案
内
に

は
、「
大
石
停
車
場
」（
現
・
大
石
駅
）
の
項
に
摩
耶
山
や
天
上
寺
等
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
「
毎
年
夏
季
に
至
れ
ば
内
外
人
暑
を
茲
に
避
く

る
も
の
多
く
」
と
避
暑
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
確
認
さ
れ
る
（
西
垣

一
九
〇
八

六
八
）。
た
だ
し
こ
の
当
時
は
、
摩
耶
山
を
含
め

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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六
甲
山
地
に
、
ケ
ー
ブ
ル
や
自
動
車
道
等
の
近
代
交
通
機
関
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
大
正
期
に
摩
耶
山
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
建
設
へ
の
動
き
が
起
こ
っ
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
十
月
、
阪
神
電

鉄
の
関
連
会
社
と
し
て
摩
耶
鋼
索
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
武
庫
郡
西
灘
村
上
野
字
絵
馬
堂
（
高
尾
駅
、
標
高
一
四
〇
袤
）
よ
り
同

村
上
野
字
小
屋
馬
三
ノ
休
原
（
摩
耶
駅
、
標
高
四
五
〇
袤
）
ま
で
全
長
九
六
五
袤
の
敷
設
工
事
が
行
わ
れ
、
二
四
（
大
正
一
四
）
年
一
月

六
日
、「
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
」
と
し
て
開
業
し
た
（
以
上
、
六
甲
摩
耶
鉄
道
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会

一
九
八
二

四
五

以
下
、
六

甲
と
略
す
）。

開
通
当
日
の
新
聞
記
事
は
「
山
の
脊
の
急
峻
を
縫
う
て
摩
耶
の
霊
峯
へ

登
山
索
道
が
竣
工
し
て
愈
よ
け
ふ
か
ら
開
通
す
」
と
い
う
見

出
し
で
、「
絶
頂
ま
で
僅
に
七
分
間
で
着
く
、
其
處
か
ら
天
上
寺
ま
で
七
町
、
老
人
で
も
楽
に
行
け
る
（
中
略
）
神
戸
に
も
一
つ
の
名
物

が
出
来
た
訳
だ
」
等
と
そ
の
開
通
を
知
ら
せ
て
い
る
（
神
戸
新
聞
一
九
二
五
年
一
月
六
日
）
こ
れ
に
よ
っ
て
、
摩
耶
山
お
よ
び
天
上
寺
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
容
易
に
な
り
、
多
く
の
人
々
が
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
同
地
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
年
度
の
旅
客
人
員
は
五
五

万
人
に
の
ぼ
り
（
六
甲

一
〇
四
）、
こ
れ
は
一
日
平
均
約
一
五
〇
〇
人
が
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
高
尾
駅
と
阪
急

・
神
戸
市
電
の
上
筒
井
駅
お
よ
び
阪
神
の
大
石
駅
等
か
ら
の
バ
ス
路
線
も
整
備
さ
れ
（
摩
耶
鋼
索
鉄
道
株
式
会
社

一
九
二
九

以
下
、

摩
耶
と
略
す
）、
摩
耶
山
は
手
軽
に
行
け
る
近
代
的
観
光
地
と
な
っ
た
。

こ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も
あ
っ
て
か
、
ケ
ー
ブ
ル
開
通
後
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
類
に
は
、
天
上
寺
や
後
述
す
る
遊
園
地
・
ホ
テ
ル
の
他

に
、
そ
れ
ま
で
奥
の
院
の
み
が
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
摩
耶
山
頂
地
区
に
つ
い
て
、
新
た
に
「
八
洲
嶺
」
や
「
掬
星
台
」
の
名
所
が

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
戦
後
の
摩
耶
山
観
光
に
お
い
て
よ
り
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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二

摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル

ケ
ー
ブ
ル
の
開
業
と
同
時
に
、
摩
耶
駅
周
辺
の
摩
耶
山
中
腹
地
区
は
摩
耶
山
遊
園
地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
食
堂
建
設
や
遊
戯
具
、
動
物

小
屋
、
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
、
桜
等
の
植
樹
、
夏
季
テ
ン
ト
村
の
開
設
等
が
行
わ
れ
た
（
六
甲

年
譜
）。
こ
れ
ら
の
経
営
に
つ
い

て
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
九
月
に
ケ
ー
ブ
ル
と
別
会
社
化
さ
れ
た
摩
耶
山
株
式
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

二
七
（
昭
和
二
）
年
十
月
の
『
兵
庫
県
銘
鑑
』
に
は
、
会
社
の
目
的
と
し
て
「
療
養
所
ホ
テ
ル
食
堂
お
よ
び
浴
場
娯
楽
場
経
営
」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
（
灘
三
カ
村
神
戸
市
編
入
五
十
周
年
記
念
行
事
協
賛
会

一
九
七
九

一
〇
七

以
下
、
灘
と
略
す
）、
同
地
へ
の
ホ
テ
ル

建
設
は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
。

二
九
（
昭
和
四
）
年
五
月
一
五
日
、
前
年
に
西
灘
村
等
周
辺
一
三
町
村
か
ら
借
入
契
約
を
結
ん
だ
摩
耶
駅
東
隣
接
地
で
工
事
が
開
始
さ

れ
、
同
年
十
一
月
六
日
に
完
成
、
一
六
日
に
営
業
を
開
始
し
た
（
六
甲

年
譜
）。
工
事
費
用
は
三
〇
万
円
（
神
戸
新
聞
一
九
二
九
年
十

一
月
一
七
日
）
で
、「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
四
層
楼
に
し
て
総
坪
数
六
百
五
十
坪
」（
摩
耶
）、「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
風
の
洋
風
ホ
テ
ル
は

神
戸
っ
子
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
Ｌ
字
型
の
形
態
で
、
海
側
に
せ
り
出
し
た
部
分
が
船
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
想
像
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、「
山
の
軍
艦
ホ
テ
ル
」
と
も
呼
ば
れ
た
（
以
上
、
朝
日
新
聞
神
戸
支
局

一
九
七
七

以
下
、
神
戸
支
局
と
略
す
）。

こ
れ
が
、
現
在
の
マ
ヤ
カ
ン
の
元
と
な
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
既
存
の
文
献
で
は
、
開
業
を
三
二
（
昭
和
七
）
年
春
と
さ
れ
て
い
る
が
、

当
時
の
新
聞
記
事
に
「
豫
ね
て
建
築
中
だ
っ
た
摩
耶
山
上
の
マ
ヤ
ホ
テ
ル
は
こ
の
程
竣
工
十
七
日
か
ら
開
業
し
た
」（
神
戸
新
聞
一
九
二

九
年
十
一
月
一
七
日
）
と
あ
り
、
ま
た
二
九
（
昭
和
四
）
年
十
二
月
発
行
の
「
摩
耶
山
案
内
」
に
も
「
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
（
オ
ン
セ
ン

ホ
テ
ル
）」
が
写
真
入
り
で
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
（
摩
耶
）。
よ
っ
て
開
業
は
、
二
九
（
昭
和
四
）
年
十
一
月
と
確
認
で
き
る
。
た
だ

し
当
初
は
、
ケ
ー
ブ
ル
摩
耶
駅
か
ら
東
側
の
急
な
斜
面
を
降
り
三
階
部
の
出
入
口
（
ホ
テ
ル
は
斜
面
に
あ
る
た
め
一
・
二
階
は
半
地
下

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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図 2 摩耶山温泉ホテル
資料：「摩耶山案内」（1929）

図 3 余興場
資料：図 2と同

図 4 大食堂
資料：図 2と同

図 5 ホテル客室
資料：図 2と同

「
廃
墟
」
の
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理
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図 6 近年のマヤカン（正面）
資料：友人提供

図 7 マヤカン遠望
資料：図 6と同

図 8 かつての余興場
資料：図 6と同

図 9 かつての大食堂
資料：図 6と同

図 10 マヤカン側面
資料：図 6と同

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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式
）
に
至
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、
翌
三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
月
に
摩
耶
駅
か
ら
、
ホ
テ
ル
四
階
部
へ
直
接
連
絡
す
る
渡
廊
下
が
完

成
し
て
い
る
。
ま
た
当
時
の
建
築
学
の
雑
誌
に
も
、
竣
工
は
「
昭
和
五
年
二
月
末
日
」（
京
阪
神
新
建
築
集

一
九
三
一
）
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
は
仮
営
業
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
マ
ヤ
カ
ン
と
い
う
名
称
の
元
で
あ
る
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
は
、
戦
前
の
資
料
か
ら
は
確
認
さ

れ
ず
、「
摩
耶
ホ
テ
ル
」「
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
」「
摩
耶
倶
楽
部
」
等
い
く
つ
か
の
名
称
が
記
載
さ
れ
、
ど
れ
が
正
式
名
で
あ
っ
た
か
不

明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
施
設
が
、
単
な
る
ホ
テ
ル
だ
け
で
は
な
く
、「
旅
館
兼
料
理
屋
、
風
呂
場
、
餘
興
場
が
あ
り
レ
ビ
ュ
ー
や
映
画

を
や
る
」（
神
戸
新
聞
一
九
二
九
年
十
一
月
一
七
日
）
と
い
う
複
合
施
設
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
お
よ

び
戦
後
の
文
献
（
摩
耶

・
松
川

一
九
三
五
・
神
戸
支
局
）
に
、
そ
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
一
・
二
階

が
ホ
テ
ル
部
分
で
あ
り
一
階
が
和
室
、
二
階
が
洋
室
で
計
一
三
室
あ
っ
た
。
三
階
に
は
大
食
堂
・
娯
楽
場
・
浴
場
が
あ
り
、
四
階
は
四
〇

〇
人
収
容
の
余
興
場
（「
摩
耶
山
会
堂
」）
で
、
映
画
・
演
芸
・
演
劇
を
催
し
た
と
い
う
。
開
業
当
時
の
新
聞
記
事
に
は
「
ま
や
山
温
泉

山
の
静
け
さ
を
破
る
ジ
ャ
ズ
の
響

少
女
舞
踊
、
活
動
映
画

△
昼
は
一
時
よ
り
△
夜
は
五
時
よ
り

ケ
ー
ブ
ル
線
夜
十
一
時
半
迄

ま

や
山
ホ
テ
ル

ま
や
山
食
堂
」（
神
戸
新
聞

一
九
二
九
年
十
二
月
八
日
等
）
と
記
さ
れ
た
広
告
が
、
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
項
か
ら
、
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
は
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
も
、
浴
場
を
中
心
に
し
た
現
在
の
健
康
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
摩
耶
山
は
「
六
甲
山
と
宝
塚
を
つ
き
ま
ぜ
て
小
型
に
し
た
よ
う
な
も
の
と
思
っ
た
ら
先
づ
間
違
ひ
な
い
」（
松

川

一
九
三
五

三
三
一
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
周
辺
地
域
で
も
異
色
の
観
光
名
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
既
存
文
献
で
は
、
一
様

に
こ
の
施
設
が
繁
盛
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
ケ
ー
ブ
ル
の
旅
客

人
員
に
つ
い
て
は
、
開
業
以
降
減
少
し
て
ホ
テ
ル
開
業
の
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
四
〇
万
人
を
割
り
込
ん
だ
も
の
の
、
翌
三
〇
（
昭
和

五
）
年
に
は
六
〇
万
人
を
越
え
る
大
幅
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
同
年
十
月
に
阪
神
沖
で
行
わ
れ
た
海
軍
特
別
観
艦
式
見
物
の

効
果
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
ホ
テ
ル
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
の
時
期
は
、
マ

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理
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ヤ
カ
ン
の
歴
史
に
お
い
て
お
そ
ら
く
最
も
賑
わ
い
を
見
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三

ホ
テ
ル
閉
鎖
と
摩
耶
山
観
光
の
再
生

摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
旅
客
人
員
は
、
太
平
洋
戦
争
開
始
後
に
大
き
く
減
少
し
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
度
は
二
〇
万
人
を
下
回
る
ま
で

に
な
っ
た
。
翌
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
一
一
日
、
ケ
ー
ブ
ル
は
レ
ー
ル
や
車
両
等
の
供
出
の
た
め
、
運
転
を
休
止
し
た
（
六
甲

四

六
・
年
譜
）。
こ
れ
に
よ
り
、
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
や
遊
園
地
等
の
施
設
も
、
営
業
継
続
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既

存
文
献
で
も
「
前
後
し
て
ホ
テ
ル
も
営
業
を
や
め
た
」（
神
戸
支
局
）
等
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
六
甲
摩
耶
鉄
道
の
社
史
に

は
、
ケ
ー
ブ
ル
休
止
に
際
し
て
「
兼
業
の
土
地
家
屋
及
び
温
泉
業
は
時
局
国
策
に
副
う
よ
う
営
業
継
続
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
終
戦
の
八
月

一
五
日
の
項
で
も
「
兼
業
の
土
地
家
屋
及
び
温
泉
業
（
旅
館
お
よ
び
食
堂
）
は
営
業
継
続
」（
以
上
、
六
甲

年
譜
）
と
記
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
ホ
テ
ル
が
営
業
を
休
止
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
国
策
に
副

う
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
末
に
摩
耶
山
頂
に
六
甲
山
方
面
よ
り
の
軍
用

自
動
車
道
（
後
の
「
奥
摩
耶
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
」）
が
完
成
し
（
山
本

一
九
八
一

二
三
）、
掬
星
台
が
高
射
砲
陣
地
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
（
灘

一
〇
八
）。
こ
の
状
況
と
前
記
の
記
述
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
軍
用
の
施
設
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測

さ
れ
る
。

ま
た
戦
後
の
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四
月
に
、
ホ
テ
ル
を
「
米
軍
の
将
校
ク
ラ
ブ
」
に
す
る
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
（
神
戸
支

局
）、
そ
の
た
め
実
際
に
修
理
改
造
工
事
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
工
事
が
五
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
（
六
甲

年
譜
）。
結
局
、
こ

れ
は
中
止
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
計
画
が
発
案
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
戦
時
中
の
利
用
状
況
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
ケ
ー
ブ
ル
休
止
以
後
の
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
は
、
終
戦
ま
で
特
殊
な
形
態
で
の
営
業
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
事
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実
上
、
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。

以
後
、
一
五
年
以
上
に
わ
た
り
ホ
テ
ル
は
閉
鎖
さ
れ
、
廃
墟
と
も
い
う
べ
き
状
態
に
な
っ
た
。
既
存
文
献
や
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、「
無
人
化
し
た
ホ
テ
ル
に
引
き
揚
げ
者
ら
住
み
つ
い
た
」
こ
と
や
（
神
戸
支
局
）、「
そ
の
頃
、
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
は
（
多
分
空
襲

を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
が
）
や
は
り
廃
墟
の
よ
う
で
、
子
供
心
に
建
物
を
探
検
す
る
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も
の
で
し
た
。
天
井
は
一
部
大

き
な
穴
（
爆
弾
？
）
等
が
あ
い
て
お
り
、
美
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
窓
も
殆
ど
壊
れ
て
い
ま
し
た
。」（
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
の
謎
に
迫
る
）
等

と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
荒
廃
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
ホ
テ
ル
の
状
況
は
、
何
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
が
休
止
し
た
ま
ま
、
一
〇
年
以
上
も
復
旧
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
い
た
。
レ

ー
ル
等
を
撤
去
し
た
た
め
、
復
旧
す
る
に
も
本
格
的
な
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
資
金
面
か
ら
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
線
路
あ
と
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
施
設
は
荒
れ
放
題
で
惨
憺
た
る
状
態
」
で
、「
駅
舎
は
廃
屋
と
な
っ
て
見
る
か
げ
も
な
く
わ
ず
か
数
人

の
山
上
住
民
」
と
時
折
「
天
上
寺
参
詣
客
が
ワ
ラ
ジ
に
は
き
変
え
、
ト
ボ
ト
ボ
と
登
っ
て
行
く
わ
び
し
い
姿
は
そ
の
ま
ま
当
時
の
ケ
ー
ブ

ル
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
映
っ
た
」
と
い
う
（
六
甲

四
八
）。

こ
の
よ
う
に
戦
時
中
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
、
摩
耶
山
の
観
光
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
だ
が
一
方
で
、
そ
の
後
の
新
た
な
開
発
へ

の
布
石
も
打
た
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
前
述
の
高
射
砲
陣
地
と
な
っ
た
掬
星
台
お
よ
び
、
そ
れ
に
伴
う
奥
摩
耶
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
整
備
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
軍
事
用
の
開
発
で
あ
っ
た
が
、
終
戦
直
後
に
神
戸
市
が
こ
れ
ら
を
買
収
し
た
（
灘

一
〇
八
）。
特
に
奥
摩
耶
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
イ
は
、
同
時
期
に
整
備
さ
れ
た
「
西
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
」
と
直
結
し
て
お
り
、
神
戸
市
街
か
ら
摩
耶
山
頂
地
区
ま
で
、
自

動
車
で
行
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
道
路
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
戦
後
の
摩
耶
山
観
光
は
、
そ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ブ
ル
摩
耶
駅
周

辺
の
摩
耶
山
中
腹
地
区
か
ら
、
奥
摩
耶
で
あ
る
摩
耶
山
頂
地
区
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
摩
耶
山
を
含
め
た
六
甲
山
全
体
の

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
追
加
編
入
へ
の
運
動
に
連
動
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
五
月
の
編
入
決
定
と
し
て
結
実
す
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る
が
、
こ
の
時
期
の
摩
耶
山
は
こ
の
運
動
の
も
と
、
神
戸
市
に
よ
る
積
極
的
な
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
奥
摩
耶
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
お
よ
び
掬
星
台
付
近
の
整
備
工
事
が
開
始
さ
れ
、
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
七
月
か

ら
は
、
摩
耶
山
上
へ
の
バ
ス
運
行
も
開
始
さ
れ
た
（
以
上
、
灘

一
〇
八
）。
さ
ら
に
神
戸
市
は
、
ケ
ー
ブ
ル
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
阪

神
電
鉄
の
意
向
を
受
け
、
ケ
ー
ブ
ル
摩
耶
駅
か
ら
摩
耶
山
頂
へ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
建
設
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
レ
ー
ル
・
車
両
・
駅
舎
等

の
敷
設
を
行
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
が
、
ま
ず
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
五
月
七
日
に
営
業
を
再
開
し
、
続
い
て
七
月
一
二
日
に
摩
耶
駅
か
ら
摩
耶

山
上
駅
ま
で
全
長
八
二
六
袤
の
「
奥
摩
耶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」盧
が
開
業
し
た
（
以
上
、
六
甲

四
八
〜
四
九
・
年
譜
）。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
掬
星
台
周
辺
は
、「
奥
摩
耶
遊
園
地
」
と
な
り
、「
虹
の
か
け
橋
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
屋
根
付
き
の
展
望
台
を
は
じ

め
、
食
堂
、
売
店
、
休
憩
所
、
各
種
遊
戯
施
設
が
設
置
さ
れ
た
（
毎
日
新
聞
神
戸
支
局

一
九
六
三

二
二
九
）。
ま
た
五
四
（
昭
和
二

九
）
年
七
月
二
四
日
に
は
、
同
所
近
辺
に
「
ホ
テ
ル
奥
摩
耶
荘
」盪
が
開
業
し
（
六
甲

年
譜
）、
そ
の
同
時
期
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
や
バ

ン
ガ
ロ
ー
村
等
の
宿
泊
施
設
も
整
備
さ
れ
た
（
神
戸
市
経
済
局
観
光
課

一
九
六
三

五
四
）。
こ
の
よ
う
に
摩
耶
山
頂
地
区
は
、
昭
和

三
〇
年
頃
に
急
速
に
観
光
地
と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、「
ウ
イ
ー
ク
・
デ
ー
で
も
千
五
百
人
、
休
日
に
は
六
千
人
も
の
人
た
ち
が
押

し
か
け
」
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
（
毎
日
新
聞
神
戸
支
局

一
九
六
三

二
三
〇
）。
実
際
、
復
活
初
年
の
ケ
ー
ブ
ル
の
旅
客
数
も
、

五
月
か
ら
の
数
値
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
五
五
万
人
と
戦
前
の
水
準
以
上
の
成
績
を
記
録
し
て
い
る
（
六
甲

一
〇
四
）。

ま
た
戦
前
の
摩
耶
山
遊
園
地
も
、「
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
遊
園
地
」
と
し
て
再
整
備
が
行
わ
れ
、
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
か
ら
数
年
間
に
、

元
々
存
在
し
て
い
た
個
人
経
営
の
飲
食
店
に
加
え
、
食
堂
や
売
店
、
展
望
台
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
さ
ら
に
は
遊
戯
施
設
が
建
設
さ
れ
た
（
六

甲

年
譜
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
完
成
す
る
ま
で
は
ケ
ー
ブ
ル
の
終
着
駅
と
し
て
異

常
な
繁
栄
を
示
し
た
天
上
寺
付
近
は
完
全
に
没
落
し
て
往
事
の
盛
況
を
し
の
ぶ
べ
く
も
な
く
な
っ
た
」（
稲
見
・
森

一
九
六
八

一
七

五
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
地
は
戦
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
せ
な
か
っ
た
。
上
記
に
あ
る
通
り
、
戦
前
は
ケ
ー
ブ
ル
の
終
点
で
あ
っ
た

が
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
開
通
に
よ
っ
て
、
そ
こ
は
乗
り
換
え
の
中
継
地
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
同
地
が
奥
摩
耶
に
向
か
う
た
め
の
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単
な
る
通
過
点
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
勃
興
に

よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
利
用
し
て
摩
耶
山
頂
地
区
へ
自
動
車
で
向
か
う
観
光
客
が
多
く
な
り
、
中
腹
地
区
へ
の
人
の
流
れ
が
減
少

し
た
。

そ
し
て
実
際
、
こ
の
流
れ
は
す
で
に
ケ
ー
ブ
ル
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
開
通
直
後
か
ら
少
な
く
な
か
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ケ
ー

ブ
ル
（
定
員
七
五
人
）
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
（
定
員
二
五
人
）
の
輸
送
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
、
乗
換
の
長
い
待
ち
時
間
の
発
生
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
社
史
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
次
第
に
人
気
を
落
と
し
（
中
略
）
乗
車
人
員
が
年
々
減
少
し
昭
和
三
五
年
度
は
四
二

万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
」（
六
甲

四
七
）
と
い
う
。
そ
れ
は
表
面
的
に
は
、
摩
耶
山
へ
の
人
出
自
体
の
減
少
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
一

方
で
路
線
バ
ス
や
自
動
車
で
摩
耶
山
に
行
く
流
れ
が
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
時
期
の

摩
耶
山
は
、
奥
摩
耶
遊
園
地
を
中
心
と
す
る
摩
耶
山
頂
地
区
は
繁
盛
し
、
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
遊
園
地
を
中
心
と
す
る
摩
耶
山
中
腹
地
区
は
衰

微
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
、
長
く
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
マ
ヤ
カ
ン
が
復
活
す
る
の
で
あ
る
。

四

摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
開
業
お
よ
び
摩
耶
山
観
光
の
衰
退

摩
耶
山
に
ケ
ー
ブ
ル
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
た
後
も
、
マ
ヤ
カ
ン
は
依
然
と
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ケ
ー
ブ
ル
の
関
係
者
は
、「
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
「
摩
耶
山
温
泉
」
の
復
活
」（
六
甲

四
七
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
以
前

か
ら
そ
の
再
開
を
考
慮
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
こ
の
時
期
の
マ
ヤ
カ
ン
は
、
現
在
の
状
態
ほ
ど
で
は
な
い
に

し
て
も
、
ほ
ぼ
廃
墟
化
し
て
い
た
（
毎
日
新
聞
神
戸
支
局

一
九
六
三

一
七
三
）。
こ
の
た
め
、
仮
に
再
開
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
修

復
に
は
相
当
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
ケ
ー
ブ
ル
復
活
数
年
に
し
て
の
旅
客
人
員
の
大
幅
な
減
少
が
、
つ
い
に
マ
ヤ
カ
ン
再
開
へ
の
動
き
を
現
実
化
に
さ
せ
た
。
一
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九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
九
月
一
日
、
旧
・
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
は
「
民
間
ホ
テ
ル
業
者
」
に
売
却
さ
れ
（
六
甲

四
七
・
年
譜
）、
以

後
は
そ
の
業
者
に
よ
っ
て
建
物
の
修
復
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
部
で
は
「
破
格
値
」
と
評
さ
れ
て
い
る
通
り
、
非
常
に

安
価
で
売
却
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
（
神
戸
支
局
）、
こ
れ
は
当
時
の
マ
ヤ
カ
ン
の
破
損
状
態
を
裏
打
ち
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
業

者
は
、
数
千
万
円
を
か
け
て
四
階
建
だ
っ
た
建
物
を
五
階
建
に
増
築
し
、
内
装
は
フ
ラ
ン
ス
の
豪
華
客
船
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
操
舵

輪
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
木
製
の
ベ
ッ
ト
等
の
家
具
・
装
飾
品
を
使
用
し
た
と
い
う
（
神
戸
支
局
）。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
「
軍
艦
ホ
テ

ル
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
、
よ
り
船
舶
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
案
内
か
ら
も
、
ホ
テ
ル
正
面

図 11 摩耶観光ホテル時代の案内（1）

図 12 摩耶観光ホテル時代の案内（2）
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に
操
舵
輪
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
改
修
工
事
の
結
果
、
翌
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
八
月
二
六
日
、
同
ホ
テ
ル
は
「
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
」
と
改
称
さ
れ
、
営

業
を
開
始
し
た
（
六
甲

年
譜
）。
建
物
は
、
増
築
さ
れ
て
四
階
建
て
か
ら
五
階
建
て
に
な
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
内
に
掲
示
さ
れ
た
見
取
図

に
よ
る
と
、
一
・
二
階
部
の
客
室
部
分
を
、「
一
階

ホ
テ
ル
客
室
」
と
し
て
一
括
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
三
階
は
「
二
階

ロ

ビ
ー
・
カ
ジ
ア
ル
コ
ー
ナ
外
」、
四
階
は
「
三
階

大
ホ
ー
ル
・
グ
リ
ル
外
」、
五
階
は
「
四
階

大
宴
会
場
・
中
宴
会
場
」
と
記
さ
れ
て

い
る
（「
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
の
謎
に
迫
る
」）。
こ
の
う
ち
、
グ
リ
ル
は
元
の
屋
外
の
展
望
台
を
転
用
し
、
宴
会
場
が
そ
の
上
部
に
建
て
増

し
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

当
時
の
案
内
に
よ
る
と
、
摩
耶
山
を
「
三
宮
か
ら
二
〇
分
、
ス
モ
ツ
グ
と
喧
騒
か
ら
遮
断
さ
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ヤ
ー
」「
神
戸
港
を
眼
下

に
俯
瞰
し
、
背
は
峨
々
た
る
大
自
然
を
感
じ
る
仙
境
」、
同
所
か
ら
の
夜
景
を
「
千
万
ド
ル
の
夜
景
」蘯
、
そ
し
て
同
ホ
テ
ル
に
つ
い
て

「
眺
望
絶
佳

名
物

炭
酸
温
泉
露
天
大
岩
風
呂
・
三
百
畳
敷
の
大
広
間
」「
パ
ー
テ
ィ
・
お
食
事
・
ご
宿
泊
に
山
の
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
テ

ル
」
等
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
付
さ
れ
て
い
る
。
名
物
と
し
て
、「
楠
公
鍋
」
や
「
摩
耶
鍋
」
等
の
鍋
料
理
が
盛
ん
に
宣
伝
さ
れ
て
お

り
、
料
金
は
八
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
季
節
ご
と
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ィ
ー
等
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
夏
に
は
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
、
秋
に
は
お
月
見
パ
ー
テ
ィ
ー
、
冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
等
が
確
認
で
き
る
。
特
に
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
は
、

屋
上
部
分
を
利
用
し
て
お
り
、「
ス
カ
イ
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」「
空
中
ビ
ア
ー
ガ
ー
デ
ン
」
と
称
さ
れ
、
毎
夜
五
時
〜
一
一
時
ま
で
土
日
に
は

「
有
名
バ
ン
ド
や
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
の
出
演
」
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
は
、
戦
前
の
健
康

ラ
ン
ド
的
な
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
と
は
異
な
り
、
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
中
心
と
し
た
飲
食
主
体
の
施
設
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
復
活
し
た
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
は
、
斜
陽
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
摩
耶
駅
周
辺
の
活
性
化
の
切
り
札
的
存
在
で
あ
っ

た
。
実
際
、
ケ
ー
ブ
ル
の
旅
客
人
員
は
、
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
、
前
年
の
四
二
万
人
か
ら
一
気
に
五
二
万
人
ま

で
増
加
し
、
翌
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
は
五
四
万
人
を
記
録
し
て
い
る
（
六
甲

一
〇
四
）。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
ホ
テ
ル
開
業
に
よ
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る
効
果
で
あ
り
、
一
時
的
に
戦
前
同
様
の
賑
わ
い
を
呈
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
賑
わ
い
は
短
か
っ
た
。
既
存
文
献
に
よ
れ
ば
、
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
夏
の
台
風
被
害
に
よ
り
ホ
テ
ル
が
閉
鎖
さ
れ
た

と
い
う
（
神
戸
支
局
・
栗
原

二
〇
〇
〇
な
ど
）。
そ
の
被
害
は
、
お
そ
ら
く
は
同
年
七
月
九
日
に
起
き
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
と
想
定
さ

れ
る
。
こ
の
日
、
神
戸
で
は
台
風
七
号
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
に
よ
っ
て
、
三
〇
〇
ミ
リ
以
上
の
雨
量
を
記
録
し
、
六
甲
山
地
で
二

五
〇
〇
ヶ
所
以
上
の
山
崩
れ
が
発
生
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
九
二
人
を
数
え
る
大
災
害
と
な
っ
た
（
六
甲
山
災
害
史

一
九
九
八

一

一
九
・
一
二
一
）。
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
も
数
ヶ
所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
一
五
日
ま
で
運
休
し
て
い
る
（
六
甲

五
七
）。
こ
う
し
た
状
況

か
ら
し
て
、
ホ
テ
ル
も
被
害
を
蒙
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
台
風
被
害
の
他
、
一
部
「
塩
害
」（
湯
前

二
〇
〇
四

七
七
）
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
以
外

は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
筆
者
が
摩
耶
学
生
セ
ン
タ
ー
時
代
に
聞
い
た
話
で
は
、
海
水
が
巻
き
上
げ
ら
れ
、
建
物
内
部
に
ま
で
か

か
っ
て
、
壁
紙
等
の
内
装
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と
い
う
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
被
害
は
暴
風
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
年
七
月
は
台
風
と
は
い
え
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
で
あ
る
。
し
か
も
ホ
テ
ル
の
立
地
は
尾
根
筋
に
あ
り
、

風
に
よ
る
被
害
は
受
け
や
す
い
も
の
の
、
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
は
比
較
的
低
い
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ホ
テ
ル
の
閉
鎖
は
、
こ

の
水
害
に
よ
る
も
の
と
は
断
定
は
で
き
な
い
。
別
の
資
料
で
は
、
閉
鎖
を
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
と
し
て
い
る
も
の
（K

A
N

S
A

I
T

W
I-

L
IG

H
T

Z
O

N
E

一
九
九
〇
）
も
あ
り
、
あ
る
い
は
別
の
台
風
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
盻
。
た
だ
い
ず
れ
に
し
ろ
、
摩
耶
観
光

ホ
テ
ル
の
災
害
に
よ
る
閉
鎖
は
、
お
よ
そ
昭
和
四
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
頃
と
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、
ホ
テ
ル
開
業
か
ら
改
善
し
て
い
た
ケ
ー
ブ
ル
の
旅
客
人
員
は
、
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
か
ら
再
び
減
少
し
、
七
一
（
昭
和
四

六
）
年
に
は
三
〇
万
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
な
っ
た
（
六
甲

一
〇
四
）。
こ
れ
に
は
、
ホ
テ
ル
閉
鎖
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
と
も
思

わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
自
動
車
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
摩
耶

山
中
腹
地
区
の
経
済
的
衰
退
は
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
経
営
難
か
ら
、
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
は
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
六
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甲
ケ
ー
ブ
ル
と
合
併
し
た
（
六
甲

四
七
）。

さ
ら
に
こ
の
傾
向
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、
天
上
寺
の
火
災
で
あ
っ
た
。
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
月
三
〇
日
夜
、
本
堂
か
ら
出
火

し
、
夫
人
堂
・
多
宝
塔
・
護
摩
堂
等
の
主
要
伽
藍
が
全
焼
し
た
（
神
戸
新
聞
一
九
七
六
年
一
月
三
一
日
夕
刊
）。
さ
ら
に
そ
の
復
興
に
関

し
て
、
創
建
の
地
と
さ
れ
て
い
た
摩
耶
山
頂
地
区
の
摩
耶
別
山
に
新
伽
藍
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
火
災
か
ら
五
年
後
の
八
一

（
昭
和
五
六
）
年
二
月
に
、
神
戸
市
と
の
交
換
契
約
が
結
ば
れ
、
伽
藍
整
備
に
向
け
た
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
八
三
（
昭
和
五
八
）

八
月
に
「
中
院
」、
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
「
金
堂
」
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
（
以
上
、
摩
耶
山
天
上
寺

昭
和
復
興
の
記
録

一
九

八
七
）。
一
方
、
天
上
寺
の
旧
地
は
神
戸
市
の
所
有
と
な
り
、
同
時
期
に
「
摩
耶
山
史
跡
公
園
」
と
し
て
、
同
寺
の
説
明
を
施
し
た
掲
示

板
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
天
上
寺
は
、
火
災
を
契
機
に
約
一
〇
年
を
か
け
て
、
中
腹
地
区
か
ら
山
頂
地
区
に
移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル

摩
耶
駅
か
ら
歩
い
て
天
上
寺
に
向
か
う
参
詣
者
は
、
全
く
皆
無
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
五
〇
年
代
の
間
に
、
ケ
ー
ブ
ル
遊
園
地
の
施
設

や
近
隣
の
個
人
店
舗
等
は
、
次
々
に
閉
鎖
・
撤
去
さ
れ
た
。
こ
こ
に
摩
耶
山
中
腹
地
区
に
お
け
る
観
光
施
設
は
、
衰
滅
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

一
方
、
摩
耶
山
頂
地
区
も
同
時
期
に
、
施
設
の
老
朽
化
お
よ
び
利
用
者
の
落
ち
込
み
等
か
ら
、
遊
園
地
内
の
遊
戯
施
設
や
飲
食
店
等
が

次
々
に
閉
鎖
・
撤
去
さ
れ
、
一
帯
は
摩
耶
自
然
観
察
園
と
し
て
再
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
摩
耶
山
で
の
観
光
が
従
来
の
遊
園
地
を
中
心

に
し
た
も
の
か
ら
、
よ
り
自
然
に
親
し
む
も
の
へ
と
変
容
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済
的
側
面
に
お
い
て
明
ら
か
な
衰

退
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
閉
鎖
や
天
上
寺
焼
失
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
に
摩
耶
山
全
体
で
観
光
の
凋
落
が
進

展
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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五

摩
耶
学
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
廃
墟
・
マ
ヤ
カ
ン
へ

摩
耶
山
が
観
光
地
と
し
て
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
た
昭
和
四
〇
年
代
後
半
、
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
は
一
足
早
く
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
廃
墟
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
建
物
そ
れ
自
体
は
損
傷
を
受
け
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
ん
な
中
で
も
マ

ヤ
カ
ン
は
、
一
九
九
三
年
ま
で
営
業
を
継
続
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
神
戸
支
局
に
よ
る
『
兵
庫
の
素
顔
』
に
よ
る
と
、
同
書
が
発
行
さ
れ
た
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
よ
り
七
年
前
と
い
う
か

ら
、
お
そ
ら
く
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
管
理
人
と
し
て
、
七
七
年
時
点
で
六
五
才
で
あ
っ
た
男
性
と
そ
の
妻
が
ホ
テ
ル
に
住
み
込
む
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
（
神
戸
支
局
）。
彼
ら
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
に
は
、
元
は
「
段
ボ
ー
ル
を
作
る
職
人
さ
ん
」
で
「
ホ

テ
ル
業
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（「
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
の
謎
に
迫
る
」）。
そ
し
て
彼
ら
は
、「
三
年
前
か
ら
学
生
の
ゼ

ミ
、
サ
ー
ク
ル
合
宿
等
に
限
っ
て
施
設
の
一
部
を
開
放
し
た
。
自
炊
だ
が
、
荒
れ
た
中
に
も
ど
こ
と
な
く
漂
う
ロ
マ
ン
が
若
い
人
た
ち
の

人
気
を
集
め
て
い
る
」
と
い
う
（
神
戸
支
局
）。
こ
の
記
述
か
ら
、
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
よ
り
格
安
の
宿
泊
施
設
と
し
て
営
業
を
開
始

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
そ
の
名
称
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
摩
耶
学
生
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
で
営
業
を
行
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
平
成
初
年
頃
に
か
け
て
、
同
所
は
特
に
近
隣
大
学
学
生
サ
ー
ク
ル
等
の
合
宿
先
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
こ
こ
を
実
際
に
利
用
し
た
人
達
に
よ
る
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
に
は
、
七
二
（
昭
和
四
七
）
大
晦
日
か
ら
翌
七
三

（
昭
和
四
八
）
一
月
二
日
に
か
け
て
泊
ま
っ
た
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
営
業
開
始
が
数
年
早
か
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
確
か
に
、

そ
の
当
時
で
も
廃
墟
同
然
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
時
代
に
揃
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ベ
ッ
ド
や
調
度
品
が
残
っ
て
お

り
、
そ
の
後
も
使
用
さ
れ
て
い
た
様
子
も
窺
わ
れ
る
（
以
上
、「
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
の
謎
に
迫
る
」）。

こ
の
よ
う
に
マ
ヤ
カ
ン
は
、
摩
耶
山
温
泉
ホ
テ
ル
、
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
に
続
い
て
、
摩
耶
学
生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
第
三
の
歴
史
を
刻
ん
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で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
半
ば
廃
墟
化
し
た
も
の
を
、
む
し
ろ
ア
ピ
ー
ル
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
時
期
か
ら
、

同
所
が
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
確
認
さ
れ
る
眈
。
そ
し
て
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
前
述
し
た
摩
耶
山
自
体

の
経
済
的
凋
落
の
結
果
と
も
い
え
る
。
も
し
摩
耶
山
が
昭
和
三
〇
年
代
の
よ
う
な
観
光
地
で
有
り
続
け
た
な
ら
ば
、
被
害
を
受
け
た
と
し

て
も
ホ
テ
ル
は
修
復
さ
れ
、
営
業
を
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
摩
耶
学
生
セ
ン
タ
ー
は
、
摩
耶
山
観
光
の
衰
退
状
況
が
な
け

れ
ば
発
生
し
な
か
っ
た
特
異
な
存
在
と
い
え
よ
う
。

そ
の
学
生
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
は
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
頃
で
あ
っ
た
。
理
由
に
つ
い
て
は
既
存
文
献
等
で
多
く
記
さ
れ
る

管
理
人
の
体
調
悪
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
眇
。
管
理
人
は
七
七
年
段
階
で
六
五
才
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
閉
鎖
前
後
に
は
八

〇
才
近
い
年
齢
で
あ
り
、
体
力
的
に
も
限
界
で
あ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
眄
。
こ
う
し
て
マ
ヤ
カ
ン
は
約
二
〇
年
間
の
学
生
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
を
停
止
し
、
そ
の
後
、
建
物
は
神
戸
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
を
経
営
す
る
六
甲
摩
耶
鉄
道
が
暫
定
的
な
管
理
者
と

な
っ
た
（「
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
の
謎
に
迫
る
」）
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
は
事
実
上
、
ま
っ
た
く
の
廃
墟
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
数
年
後
、
九
五
（
平
成
七
）
年
一
月
一
七
日
に
起
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
・
摩
耶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
営

業
を
休
止
し
た
。
そ
れ
は
表
面
的
に
は
、
施
設
の
被
害
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
の
低
迷
す
る
旅
客
人
員
に
よ
る
赤
字

経
営
も
影
響
し
て
い
た
（
毎
日
新
聞
大
阪
版
一
九
九
五
年
八
月
二
六
日
）。
こ
れ
に
よ
り
、
山
頂
地
区
に
あ
っ
た
売
店
や
国
民
宿
舎
摩
耶

ロ
ッ
ジ
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
同
地
区
は
そ
れ
以
前
か
ら
経
済
的
に
空
洞
化
し
て
い
た
。
ま
た
ケ
ー
ブ
ル
摩
耶
駅
周
辺
の
中

腹
地
区
も
、
旧
遊
園
地
や
天
上
寺
の
施
設
も
す
で
に
廃
墟
化
し
て
い
た
眩
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
休
止
は
、
仮
に
震
災
が
な
く
と

も
遅
か
れ
早
か
れ
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
震
災
後
の
摩
耶
山
、
特
に
中
腹
地
区
は
、
登
山
を
楽
し
む

ハ
イ
カ
ー
の
み
が
来
訪
す
る
場
と
な
っ
た
。
山
中
に
は
、
マ
ヤ
カ
ン
を
中
心
に
し
た
廃
墟
が
点
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
そ
れ
ら
に
関

心
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
続
く
「
廃
墟
ブ
ー
ム
」
の
到
来
に
よ
り
、
そ
れ
は
一
転
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
マ
ヤ
カ
ン
が
廃
墟
本
に
最
初
に
取
り

「
廃
墟
」
の
歴
史
地
理

八
三



上
げ
ら
れ
た
の
は
、
九
九
（
平
成
一
一
）
年
十
一
月
の
『
萬
』
か
ら
で
あ
り
、
以
後
多
く
の
廃
墟
本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
取
り
上
げ
ら
れ
有
名
な

廃
墟
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
神
戸
お
よ
び
周
辺
地
域
で
は
、
マ
ヤ
カ
ン
の
存
在
に
つ
い
て
、
同
所
が
廃

墟
同
然
に
も
関
わ
ら
ず
学
生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
営
業
を
行
い
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
実
際
に
出
入
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
で
に
有

名
な
廃
墟
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
本
や
同
時
期
か
ら
普
及
し
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
地
域
を
問

わ
ず
多
く
の
廃
墟
マ
ニ
ア
に
認
識
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
三
月
に
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
摩
耶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
、
神
戸
市
が
一
括
し
て
運
営
す
る
「
ま

や
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

夢
散
歩
」
と
し
て
、
六
年
ぶ
り
に
営
業
を
再
開
す
る
と
、
こ
う
し
た
マ
ニ
ア
が
度
々
マ
ヤ
カ
ン
に
侵
入
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
期
か
ら
、
ネ
ッ
ト
上
に
そ
の
侵
入
写
真
を
掲
載
し
た
サ
イ
ト
が
多
数
立
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
開
通
と
と
も
に
実
質
的
管
理
者
と
な
っ
た
神
戸
市
は
、
危
険
防
止
の
た
め
に
立
ち
入
り
禁
止
の
柵
等
を
設
置
し
た
よ
う
だ

が
、
上
記
の
ネ
ッ
ト
状
況
か
ら
、
そ
れ
は
十
分
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
遊

び
半
分
で
や
っ
て
来
て
時
に
破
壊
行
為
等
行
う
者
は
、
他
の
廃
墟
に
比
べ
少
数
な
よ
う
で
、
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
か
ら
は
、
廃
墟
と
し
て

の
保
存
状
態
の
良
さ
を
評
価
す
る
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
マ
ヤ
カ
ン
お
よ
び
摩
耶
山
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
二
点
あ
る
。

ま
ず
、
マ
ヤ
カ
ン
の
当
初
か
ら
想
定
さ
れ
た
ホ
テ
ル
と
し
て
の
機
能
し
た
期
間
が
、
戦
前
の
一
五
年
と
戦
後
の
約
六
年
を
合
わ
せ
て
も

二
〇
年
足
ら
ず
に
過
ぎ
ず
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
具
体
的
に
は
ケ
ー
ブ
ル
の
休
止
や
気
象
災
害
な
ど
個
別
の
事

情
に
よ
る
が
、
こ
れ
ら
は
よ
り
根
本
的
な
問
題
に
根
ざ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
摩
耶
学
生
セ
ン
タ
ー
の
管
理
人
が
端
的
に
「
戦
後
の
観
光

「
廃
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ブ
ー
ム
の
主
役
の
自
動
車
道
か
ら
は
ず
れ
た
の
が
響
い
た
ん
で
す
よ
」（
神
戸
支
局
）
と
語
っ
た
通
り
、
マ
ヤ
カ
ン
に
自
動
車
が
通
れ
る

道
路
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
考
え
れ
ば
、
マ
ヤ
カ
ン
を
含
め
た
摩
耶
山
中
腹
地
区
は
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
戦
前

ま
で
の
古
い
観
光
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
戦
後
、
同
地
区
の
活
性
化
を
目
指
し
て
復
活
し
た
マ
ヤ
カ
ン

の
運
命
は
、
仮
に
災
害
が
起
き
な
く
と
も
、
そ
う
長
く
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
ホ
テ
ル
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
、
半
ば
廃
墟
と
化
し
た
マ
ヤ
カ
ン
が
、
あ
る
意
味
そ
れ
を
「
売
り
」
に
し
た
宿
泊
施
設
と
し
て

二
〇
年
以
上
も
機
能
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
廃
墟
の
問

題
に
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
墟
を
廃
墟
と
し
て
、
あ
る
い
は
文
字
通
り
現
代
遺
跡
と
し
て
残
す
こ
と
で
、
そ
の
新

た
な
役
割
を
付
与
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
長
崎
県
の
「
軍
艦
島
」
で
は
、
そ
れ
を
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
た
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
保
存
へ
の
議
論
で
も
「
廃
墟
と
し
て
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
（
毎
日
新
聞

長
崎
版
二
〇
〇
三
年
九
月
三
日
）。
マ
ヤ
カ
ン
の
場
合
も
、
ケ
ー
ブ
ル
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
復
活
の
頃
か
ら
兵
庫
県
教
育
委
員
会
を
中
心
に

し
て
、
文
化
財
的
な
近
代
建
築
と
し
て
修
復
・
保
存
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
眤
一
方
、
そ
れ
が
山
中
に
朽
ち
つ
つ
あ
る
美
し
さ

が
、
総
じ
て
マ
ニ
ア
に
高
く
評
価
さ
れ
、
複
数
の
廃
墟
本
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
確
か
に
一
部
の
見
識
に
過
ぎ
な
い

が
、
廃
墟
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
単
な
る
撤
去
や
完
全
な
修
復
・
再
生
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
マ
ヤ
カ
ン
の
よ
う
に
、
廃
墟
と
し
て
の

あ
り
方
も
あ
っ
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
マ
ヤ
カ
ン
は
ホ
テ
ル
と
し
て
の
機
能
を
経
て
、
現
在
は
侵
入
さ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
る
廃
墟
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
摩
耶
山
に
お
け
る
観
光
の
衰
退
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
マ
ヤ
カ

ン
の
よ
う
な
廃
墟
は
単
な
る
巨
大
な
廃
棄
物
で
は
な
く
、
現
代
社
会
の
様
々
な
事
象
を
残
す
存
在
な
の
で
あ
る
。
時
に
は
本
稿
の
よ
う

に
、
そ
う
し
た
も
の
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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廃
墟
」
の
歴
史
地
理

八
五



註盧

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
名
称
を
「
摩
耶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
と
改
称
し
て
い
る
（
六
甲

年
譜
）。

盪

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
改
装
さ
れ
、「
国
民
宿
舎
摩
耶
ロ
ッ
ジ
」
と
し
て
再
営
業
し
た
（
六
甲

年
譜
）。

蘯

こ
の
名
称
は
、
各
地
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
百
万
ド
ル
の
夜
景
」
に
対
抗
し
て
、「
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
超
豪
華
で
一
〇
〇
万
ド
ル
ど
こ

ろ
で
な
い
」
と
い
う
意
味
か
ら
千
万
ド
ル
と
な
っ
た
と
い
う
（
六
甲

五
六
）。

盻

例
え
ば
、
一
九
六
五
年
九
月
に
台
風
に
よ
る
兵
庫
県
南
部
で
強
風
に
よ
る
被
害
が
あ
り
（
神
戸
海
洋
気
象
台
）、
六
甲
山
地
で
も
山
荘
の
屋
根
が

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
等
の
被
害
が
出
て
お
り
（
稲
見
・
森

一
九
六
八

一
八
〇
）、
マ
ヤ
カ
ン
も
被
害
が
出
た
可
能
性
は
あ
る
。

眈

有
名
な
も
の
と
し
て
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
公
開
の
「
ユ
ー
☆
ガ
ッ
タ
☆
チ
ャ
ン
ス
」（
監
督‥

大
森
一
樹

主
演‥

吉
川
晃
司
）、
一
九

八
九
（
平
成
元
）
年
度
下
半
期
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
で
放
映
さ
れ
た
「
過
ぎ
し
日
の
セ
レ
ナ
ー
デ
」（
主
演‥

田
村
正
和
）
等
が
あ
る
。

眇

当
時
、
大
学
生
で
年
に
数
回
を
同
所
を
利
用
し
て
い
た
筆
者
も
、
こ
れ
に
よ
り
営
業
停
止
に
な
っ
た
こ
と
を
友
人
か
ら
聞
い
て
い
る
。

眄

ま
た
別
の
説
に
、「
グ
リ
ル
か
ら
出
た
火
が
元
で
営
業
停
止
」（
田
端

一
九
九
九
）
と
い
う
話
も
あ
る
。
グ
リ
ル
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
戦
前

の
屋
外
展
望
台
を
四
階
と
し
て
屋
内
化
し
た
部
分
で
、
上
部
五
階
に
宴
会
場
が
増
築
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
の
写
真
か
ら
は
、
グ
リ
ル
を
含

め
た
増
築
部
分
は
撤
去
さ
れ
て
、
一
部
修
復
さ
れ
た
痕
跡
も
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
何
ら
か
の
理
由
で
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
可

能
性
と
し
て
火
災
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
時
期
は
、
既
存
文
献
の
写
真
や
国
土
交
通
省
に
よ
り
公
開
さ
て
い
る
空
中
写
真
（
国

土
情
報
ウ
ェ
ブ
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
等
か
ら
判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
は
昭
和
五
十
年
代
後
半
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
仮
に
火
災

に
よ
る
閉
鎖
が
事
実
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
、
修
復
作
業
後
に
営
業
を
再
開
し
た
と
思
わ
れ
る
。

眩

震
災
に
よ
る
マ
ヤ
カ
ン
の
被
害
は
、
既
存
文
献
の
写
真
（
北
陸
廃
物
紀
行
）
か
ら
屋
上
の
煙
突
が
折
れ
て
落
下
し
た
と
い
う
が
、
建
物
が
倒
壊
す

る
ほ
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

眤

た
だ
し
実
際
に
は
、
予
算
的
な
問
題
か
ら
計
画
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
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